
1952 年夏季の海霧観測について

Hakodate Marine Observatory: Report on the Marine Observation 

of Sea Fog in 1952. 

函館海洋気象憂

S 1.はしがき

1951年に引続いてiR;fJ I!泡方の防諜林の研究カ{~t1民主庁林王結日・北海道大学低iJ:ìL科学研究所・

札幌管区気~\~:fÎ等の共同により行われた。函館海洋気象台もとれに共同して海上における海霧

の実態を究明することを担当した。

との研究の詳細|はIj l央気象台の刊行物に発表する予定であるがp ととにはその蹴裂を述べる

ととにする。

観測船「タiタヌLJ は 7 H 10 IJ 函館出港 llfi 釧路入浴p その後{ÐI!路および、んC).*~ を基地とし

て海霧観測に 71 1clJ， 1向洋観測に 1 恒l出動し 8 汀 13 Jj ;fJ 1!路町港 15 日函館に帰港した。とのHJl

海洋観測を行った地点は 14 点p 出霧観測を行った地点は 22 点ある(弟 1 図参JE{.) 。
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第 1 図 計I湾要調査のため行動した夕汐丸の航路および観測点
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今 jllì のイc) 1'究の方法はrr'F年と大差がないが Kytoon を利川しておおむね 200m 附;丘までの

気品[・湿度む!llJ定しp さらに浮棋等を利川してi削í j_['.O.lm までの気加を測定した。な.ぢ，

Kytoon のが]きを観測するととにより風向を会11るととも出来た。それで、出上iこおける下!的人!の

ととはかなり良〈判るようになった。

との報告は主として 7 月 25 日夕 8 月 11 fl の観測について論じ p その他の H についてはほと

んど触れていない。それはとの両 Ei は揚があってしかも気温がノ'Jdfiîl よりそれぞれ高い時と低い

時との代表的な例と考えられるからである。

一般気象観i)lll.:ìi:; よび海洋観ìj[lJの方法お司よびi別総は常に川いられているもので，とれについて

は特に述べない。その他の観ìlllJのために'flJし、たì!1I1械や方法はそれぞれのととろで述べてるる。

なお，との研究を途行ずるに当り P いろいろと山立を計って下さった低温科学研究所ー長期教

授， fiiJ所口古IJ)教授， iÏi町5・一致長並びに)リi'Ll各!立，札幌管区気象台の柴川台長， vm本技術部長，

守I11訓査課長にぼく i.tjJ礼を昨i し述べる。(竹内能店、)

S 2. 霧観測中の海上の一般気象

7 月 17 日~ 18 日 !手岸を 13 ・ 30 11'，地。風は E~ESE 3~5 m/s , 22 時ごろより NE 2~ 

3m/s となる。との i l\L 14 ・ 20 よりおiい霧あり 17 ・ 55 -.11討提くなり視界 200m となったが

19 ・ 05 より再びjF，lj.くなる。 21 ・ 40 より大粒の霧í:J，j となり， 18 Ii 03 ・ 20 までつづいた。以後

はもやとなり風も SE~ESE 4、5m/s を算した。 18 日 07 ・ 20 1~li路に帰港した。

7 月 19 日 07 時Y!llMí-を/1 1港したが霧は還にかからすコもやのみ。瓜は S~E 2~3 m/flo 19 

時帰港した。

7 月 21 日 目立い霧がかかったので 13 時~II路11\港。高度の低い霧で天主が見える程度。風

ははじめ SE 2m/s ぐらいでるったが 17 時ごろより SW 風が次第に強まし 20 ・ 00 には

S 10 m/s を観ìlll! した。 16 ・ 30 とろ一旦濃くなった11;は， )Ætのため 30 分くらいでえIHL NE 方

に流されでもやとなる。 22 時厚岸に帰港した。

7 月 26 日 視界 200 m くらし、の霧がかかったので 07 時釧路Il\ i告。午前rjl は視界 200~

300m くらいの援が持続したがp 上空が透視11'，来た。主がほとんどなく霧を泊して;H日当強い日

射が感ぜられた。 11 時とろより霧は日射により次第に泊減し午・後にはもやとなった。風は S

寄りで 2m/s くらい。 15 時~iI路に帰港した。

8 月 5 日 ~S 日 21 ・ 45 ~!!路出港。はじめ薄い霧があったが， 22 ・ 35 より弱い小雨もまじ

り，視界は 100m 以下になった。観測は一部を f;会き小雨(小粒で、 1 m3 I乙 10 伺くらいの程

度〉の降り r1:んだ間隙に行われた。ノj、雨は 6 日 00 ・ 15 に一旦.11二んだが霧は引きつづきあり視

界は 200~300m で上空は比較的明るかった。風は SE 2~3m/so 6 日 02 ・ 30 とろ一時風は

NI亡変った。なゐ 01 ・ 38 とろより再び、小雨が交り漂流を中止して 6 日 06 時帰港した。

8 月 11 日 06 ・ 45 釧ÆÆffH港。f=i射が強いため，始め薄い霧があったがそえ第に薄AL， NE 
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より sw 方に流されると共に 08 ・ 35 にはもやとなった。 そのまま!副主湾に廻航し， I手岸臨

海実験所前に仮i~1 し p 陪 !-jl)E と対応して 13 ・ 15 より海霧観測を行った。実験所rÏ!rにおける霧

観測!当時は風弱く霧は団塊状に S 方から湾内に侵入し，視界は 100~200m の比4史的濃いもの

であった。議の切れIl\Jは視界が 1000m くらい。 23 ・ 30 より風は S から W に変ると共に

火山にii.'í.れもやとなり，風速もその後は弱まって朝まで無風状態となった。

8 月 12 日 ~13 日 05 時1手岸/1 1港。 08 ・ 30 より 45 分1111視界 300m くらいの霧がかかっ

たが低い霧で、上f;~が透視!li来た。との霧l土WNW方より流動してきたものであるが，との霧以

外には議らしいものは現われやもや科.度で、あった。!声、lは問寄り 1~2 m/so --ILilllØ告に入港し，

同 11 18 時[ill~防/1'，地。濃霧あり視界 200m 以下。 19 ・ 15 やや薄れ 500m くらい。 21 ・ 35 よ

りもやとなるも 23 時とろより再び霧となり 13 日 01 時までつづき，以後もやとなる。風は

SW~W 2~3m/so (大恐実)

S 3. 海況

木期ii\J rllのこの以下区の表1m水温の分布は概括的には千年に近かったがp 詳しくみるときはそ

の1l\Jの変動烈しく，一令J~と隔てると分布・に著しいz.:をごみた。すなわち 711"1 旬，釧路~手岸，;'11

20~30 出!に rll心を有する冷水域は 10 0C 以下を示し，その南東方にある I皮水塊と距岸約 40 i里

の F~Î""で境してし、たが， r段水域の北とと共にな辿に冷水域は狭まり 7 J:J下旬 iこは 12 0 C となり p

南方の1段水および北方沿岸JKとの H\Jに介衣し，かなりはっきりした境界をしめしていた。その

南北の怖は約 25 ifjlにすぎない(弟2 図参加入

8 月上旬に主ると -rri方|段水域の北上が綬慢

となり前句に比しかえって市下の傾向すらみ

せp 冷水域との境は水温ftIi度はゆるやかとな

った。

とのような変動はどのようにして現われた

かは表而観ì~)!!Jのみよりは直ちに判断し難いが

8 月中旬以後泌況は千年と異なり，急速に冷

たくなっていったととよりみて常態と異なる

ととろがあったので、あろうと想像される。

叫・ 日j"

1952 J 比1. 20-25 

第 2 図 表面水温図
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本期fj]J r亡先立って 7 月 9 日 ~14 日に行った海洋観ìJllJの結果を見ると 10m と 25m との聞

にきわめて顕著な躍居が存在しp 上記表面にみた冷水域では 25m で玩に 20C を示しており p

50m 居に下ると 20C 以下の冷水域は厚岸 30 浬沖から襟裳lijl~の南にまで南西に仲びている。

との傾向は 300m 居くらいまで達して 400m 附近から一般に温度は上昇し沿岸寄りの低温部

を残して他は 30C またはそれ以上になっている。

塩素量をみると St.592 (41043' N , 145013.5' E) では 18.εO ;，{. (水温 17.2 0 C) を示して
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(18.20~18.40 %)襟裳Illrp附近と厚岸以東に 18.20.?{. 以下のいる。他は全般的f乙低械であり

との 11\1 1乙介在して市東方から釧路沖まで 18.30忽以上の部分が細長く仲びている部分がある。

とれは 100m Iぽ附近まで沼められる。七三，

なおり後にしばしばづ!川される 7 月 25 日の観測は図に記入した航路上で、行われたものであ

との航路はその東側にある冷南下するにしたがって水温が約 2.5 0C 漸増するをみたがpる。

ま 7こ 8 JHIEI 水域の縁辺に大体沿ってうどいたため不連続紘らしいものには)IT過しなかった。

その市方は ~rfj合に向うにしたがって，かは1手岸湾、内にあって7kiKil. 16.50C~170C であったが，

貢)(Uj三井ヨ主主・ J'~}~i;えって低温となり， 5 ?m~111 より 13 0 C 以下の冷水域となっていた。

海面附Qiの気温湿度の鉛直分布~ 4. 

ただしIi'p l，F-と日午 51三(1951年)にづ|つづいて幼:I，jj'íj附近の下怪気加湿度の主iT也分布を調査した。

異なる点iエ， (1)カイツーンにメテオログラフをつけて 100m -1背後まで、の観測を行ったとと p

ブイ~.(3) (2) 新たにピード型サーミスター 8 箇を利用してド!ほ 10m 以ドを1)[1]ったとと，

よび特別設計のフルードj皮日計を JHいてサーミスタ{および、熱むi掘l:iIlf rrl・で最下妊の 1m 以下

O.lm まで、の観測を行ったとと， (4) サーミスターに対して幅射の影響をさけるためスパイラ

ル i乙通風を考えたI簡易I主主I服装世を作ったとと等である(写民参!!(O 。

観以u期間中カイツーンによる観測!は 17 回 3 下肘は 40 I引の資料を得たが特iこ著しかったと

とは，外洋における観jJ!IJで気温の方

ζ がノ'Jdはより高いものであったがp

の若はきわめて j毎回にQlいととろ

まで現われているととが分(0.1111) 

気温の jjがった(例， 7 n 19 日)。

ノ'kì品U: り低い場合は今回 l土!字J ~~湾内

121i のみでで観測した 8 月 11 日，

11'41"-12"05' 
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第 3 凶 下層附近の気温分布

bはメテオログラフによる気温と i湿度(傍記数字)分布右図
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との場合もとの温度差ば O.4 m 以下においてかなり念激に起っている(第2 例とし

てるとで、i淀川ずる)。

あるが，

援に関主u1した顕著な観;J!I:例として 7 月 25 fi の観測を述べる(弟 3 図参J!日)。朝来釧路で濃霧

との霧のIj l をほ 1;[夙に逆らうように市々束に匁11路より航行しとなり..éF-1:支町りしたものであるが，

まではもっとも政〈大休視柁て識のnNü-るのをど観測したものである。釧路港から 8 if!! (08時)

より央第にIfNれかけてきてとのその伎は 5COm 前後で 11 時過ぎ(釧路市方 17 if[l) 200m 

との 11日風向 S の 2m/s 111T後で、経始したがとの附近で 12 時には杢くもやになってしまった。

湯の泊肢の機村fはÎ1iJ単なもので、なかったと考える。すなわち 11 時 41 分・の弘前散時のカイツー

ンf0l iJ!lJで約 40m までは湿度はほぽ 10096 で，気温は 0.5 0 C(100m のi成率で下っているがそ

れから上にはとF-EJ 5 0 C;100m におよぶ逆転を示しており温度が逓減して 170m では 70% に

カイツーンの71\\抜方との成肢は単一ざさ気塊υつ北江ßによる冷却と云えなし、ことは pなっている。

日lの変到からみて)瓜 r，'，J を '1'1)町すると下肢は S ・ 90m まで ENE ・ 130m まで SE ・ 130m 以上

は sw を;.1;:していたことから間々の }!li\が成1if していたととが知られる。下!ぽ 10m 以下は次世

0 .4m~10m illJは多少凸凹があるがゆるやかな逆転をなしていの変化に 'H'j した変化を示しp

る。 3m 以ドはやや，Eで 0.4m まで T-Tw が ZU.54 に比例するごとき傾向がみられる。

8)J 11 日夕から夜を泊じて 12 日明まで!ヂ岸湾内(-1ヒ大附属臨海実験所?'ド約 600m) に政世

との 1m水晶iは 17.2 0C から 22在目 iJliJ したがとれは水温の方が気温より高い場合の資料をfJdc-tこ。

時 16.6 0 C までほとんど下札

の後はÎiJ:J川港日寺までほとんど水;[;1

また気i匝には変化をみなかった。~""O司

変動が少なく 15.1~15.50C の l iiJ

18 "t 
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第 4 図 下層附近の気温分布
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に rl_..っている。すなわち気淑水混ともに定r，;;を f~.とったとみられる状態であった。みrH 図はとの

ときの観測結果を示し，下回が高祖のときの定常状態の海上における気i見分叶fを示す通例と考

えられる。その分・市は O .4 m 以上は 8m までは多少の I口l凹を見せるが(まぽ一定し， 8m 以上

は慌かに逓減をみせ(以上サーミスター観iJllJ)， 20m 以上 200m まで徐昇を示している。とれ

に反し 0.4m 以下の海江iHli:くに苦しい変化をみせ大休 Zß に比例した分布を示し， O.4 m を

境にして上と分布の i見様が異なっている。(孫子l二五之・中島 lE 一・鳥居 貢)

S 5. 海霧中の観流

今fhilの観測でJfjいた乱流の測定方法!土 p 防上(海百万1:-. 11m) ，船橋楼|二(海面j_[二 6m) およ

び特殊波高ri 卜(海 11'，可|二1. 2m) と 3 í~:;i所で実施したl，Î. を I;~，けば， 'r前j苅なr例1千j以誌f台号1) に迷ぺたのと lぼ王 lぽT同

様でで、ある。 1測[!則l町1]):定i江:の車紡f古;」県J共.~iJは土}周h巧却]日i波皮5方3

ルが良〈判るようになつた。その結果として特に気の小Jいたととは乱流がi:Jit スペクトルでとれ

らの単一の波動の継続時illJ I土数で数百であるととが判った。

{. 

まよ

第 5 図 St. 13 (7 月 25 日 11 ・ 20) の苦Lì戒の主録 (上 11m，中 6m，下1.2m) 

耳目図に 7 n 25 f-i 11 時の記録を掲げる。 11m と 6m とでは&-L流は完全に逆位mで一致し

ているがタ1.2m ではとのような一致が兄られない。三 i1北海n'rLl二の，J :j さだけでなく，水平方

向にも離れていて前二朝日JI士約 4m ， 後二手~'Ii\J!ま数十 m ある。とのような現象ばとの日 l土特

に顕Jぎであったが， とれほど明瞭でないものはむしろ将泊に児られる。 ただ，両手付~I市立;f1~

(St. 5) , あるい l土同佼相と:逆{立i.jf とが数分・で、交詳し (St. 7. St. 19) たりするとともある。

7 n 25 II において St. 11 と St. 1B とでは乱流の性質はよく似ていて乱流の顕者:な!ムHt月は

ともに 0.5~0.6 秒である。 St.13 で 10 ・ 58 と 11 ・ 25 とにおける測定記録はよく類似し，と

れからとのような乱流の状態は 30 分・近くも継続し得るととを示している。とれをスペクトル

で見れば後の方がスペクトルは複雑で、混合が盛んなととを示していち。一方p 海霧はとの1mに

海くなっている。 St. 12 で 09 ・ 00 と 09 ・ 25 との乱流を比校してみると 6m )'母においては

との問に短珂期の乱流が減少している。しかるに 11m ではとの間それほど明瞭な遣いはi認め

難いがp さらに 10 分後の 09 ・ 35 には一般流の速度も減少しているが短周期の乱流も消えてい

る。 St.11 で観測を行っているあいだ霧の濃度は変動していたが三2 を持続している。さらに
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また，観ì!!l.1時Ií \J は幾らか前後するが， Kytoon 観測!から IIJJ らかにされた下厨の気塊Jilt浩は St.

しカゐしとの日を12 と St.13 とでは非常に遣うし，故ドほの気温分ギliにも差異が認められる。

0900 

!..L! 

0925 

0;匂ス

A/ペぃJ門川ぃj'"vlv〆/‘JI〆r'v〆v'
i~ノ~、Ji

逝じて7J'\i{;えは気ilfìl より低

いにかかわらや段下悦の

気温分・布は 9時とろと

11日寺とろとでは変ってい

とのような気iR分布る。

と乱流との関↑系は両者ーを

比較するととによって理

f科しうる。

fJベ~nvuf\'IJI)'r\r8 }J 11 日， ;~!岸内 i湾で

三戸三笠
気温よりも水油[が高いと

きに 13 ・ 40 と 18 ・ 45 と

」一一一!.Je乙一一一ー
とのに乱流を測定した。

第 6 図 St. 12 における乱流

舌L流のスベクトル 下段右 6m，左 11m上段
5 分IIHの!rlJに古川図で見

るようにはじめにあった

h1111 ,11 i ,,' " 1 11 ,1, 11 , , 11 11 

長川Jt月の乱 Nê が jr.北少し

て， Jl3WHの肢かい乱流が
10:;8 

、J

L一一ー---'

九/\pl~\コユ

μ1 
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U川\円刊か

レかしな

それの岐~JIli を残してい

る ω とれは 1 つの乱子の

13p 前の長lii]W}]のものも

1;Li也してくる。

寿命の程度を示すものと

St. 13 における乱流第 7 図

16'1;0 

この時海霧;土いえる。

三守から三1 へと F.li: らい

でゆく過担に 2うる。全般

的な気象条件は全く主主つ

ているけれども，霧が泊

1S~，J; 
u1 L 

い4

川
叫

。

散してゆく過程にる札

乱流のスベクトルからみ

<:1与
J 
ユると混合が次第に増加!し

8 月 11 日の乱流のスペクトル

宮)(竹内能忠・桑旧

第 8 図ているととは 7 }j 25 臼

11 時の状態(第8 図)と一致している。
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はじめ小口式日〉のJil:集器(吸入式)を使用したが，船上の
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ヨ長干'ú:1弔耳元 iこ iZE して p測定の方法

デッキグラスを幅操作ではうまくゆかなかったので以ドの全部は露11'，法によった。路1 [1，法 f土 p

4mm に市/A < -切ったものを用いて p 昨年同様1) のシグーオイル在日.ií. <会付して，霧の'1 1 に跨HfJ

露出させたp 霧の~iJÍ- v， n寺は;自立数同との操作を重ねた。

とれを.::j(1乙迷とのようにして 7lhl院に捕えた霧杭が変化しない1l\Jに船橋で顕微能写立をとし

ぺる方法で測定した。

との際ミクロメータ{を挿入顕微鋭の対物レンズは 10 倍，対l/l~レンズは 51:';- を使用した。

との場合フィルム!京ミクロメーターの !j盛と霧位とを相対させてフィルムに記録した。して P

これをさらに地震計-JJjその一口盛は 17.5l/. となっている ι根よりづ 11'rp しの大小に関係せや，

のスケ{ル付顕微鏡で読み取った。

頻度111凶jLを作る場合，粒子ーの伯l数はほとんど 3001/81以/-.で、あるが，二 p 三それ測定の結果

以内のもある。

第 9 図に数例を示したのは 7 月 25 rl と 8 月 11
i日 n J<.lL 25 咽

問
団

W
泊
戸

日の例で p 霧粒のlÜ径を O~5l'-， 5~10lJ. ・・ ・・・と
07 11 30司 07~50" (f~11 t) 

/ 

50 

一般5lJ. ごとに区分して分布を百分率で示した。“
W 

3
 

関川

ι
←
岨

別
一

J
M

「

4D 

,0 

に頻度の 11/ !土 1O ~15l/. の粒のところに現われる20 

のがjfk も多い。霧粒の分ギlîは時11ll (1りにも非常に変

ここに示した例イ[ニのあるものとみとめら~Lるが，
国AI一日 60 70 

7 川 25 日における 07 ・ 30~にようてみると，

07 ・ 50 の霧粒の分布は(例 1 )のごとくでそれよ

り 30 分-後の分布は(例 2) で示すとむりで頻度

ま fニ(例 3)

と(例 4) についてみるとさらに大tなが混入した

の 01 は 25~30μ に移行しているむ

1952 J"I 25 

08"55"-09"07" (刑 3 ) 
v-' 

引o
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411 
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ととを二うとしている。

(例 5) (例 6) に示す8 n 11 日のøuをとると

80 h< 

とお，)でどちらも1O~15μ に拘!互の山を持ち，
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70 

日

時[:目的にはほとんど変化し℃いないととを示して

いる。

5~ 

411 

頻度分エ(fîの主'!と慈の状態とはどのような関係に
甜

あるかというととはさらに多〈の例について検1ft

しなければならないが今回の観測では霧の状態が

一様に付税した場合には 1O~15l'- 1<: 山をもっ頻

』ーョイ

5 10 '" 20 l!. 30 l5 4.0 “ 50 由旬凶 70 咽 60 ."-i

窃f立のヒストグラム第 9 図



1952 年夏季の海客観測について (函館海洋気象台) 一 27 -

度分，ギfîになるととが多かった。(滝沢千之介)

!i 7. 霧水量

測定の方法霧7.1\を布Il捉する方法としては，昨年同様1) の j!lIJ持を川いたがp 力JI えて新たに昨

年北協道大学IJI */1 1店、司氏等の方式3) にならった [;n己努水量計を IIJ いた。すなわち観測船船橋楼

上1.5m (海面上 7m) に主Il捉装世 2 ),!; (図版 22) を設けて p うち 1 台は布Il捉した湯水をその

ままシリングーに間めてー定時IiIJ ごとに読み取り，他の 1 台は前記白記霧水量三十i乙川いたが，

後者は水滴のがij ド部分・が船上の振動によって工合良くいかなかったので， 以下の訓査は瓶にifl

った霧水量をー一定日手1m 1亡読み取ったfll'[を怒としているz

測定の結果前記のiWjÆ方法によって得られた結果は下記i亡示す去のごとくであって大体に

おいてfl'r1Jミの航と大悲jはない。

Volume of ・，，__ Water conteロts
Date i Time of ob町vation : coll民ted wat町: Wind velocity i .. U"~f f~~"V""V I VisibiJity 

cc mjs g/m3 m 
July 17 16 ・ 50~17 ・ 10 1.44 5.1 0.20 500 

" 18 00 ・ OO~OO. 20 0.73 2.9 0.22 1000品

" 21 13 ・ 50~14 ・ 20 1. 72 8.2 0.13 700 

" 21 14. 30~15 ・ 10 4.59 5.6 0.28 150 

" 25 07 ・ 00~07 • 30 8.85 5.5 0.78 300 

" 25 10 ・ 40~11 ・ 20 2.36 2.1 0.73 300 

Aug. 5 22 ・ 15~23 ・ 15 6.72 6.5 0.23 800 

" 11 07 ・ 50~08 ・ 35 6.21 6.3 0.30 600 

僚かに~j酢iをf含む。

単位休杭rllの霧水量の主異は視程に関係するととが考えられるのでとれを調べてみると p 議

粒の大きさの分叶iによっても異なると JU、われるが， fI'，ュ fドとほぼH様に湯水量と視担とは大休に

おいて比例的な関係が成立つととを示しているι (沢 111 J!(l，犬)

!i 8. 霧水中の化学成分

J式料数は11，とのうち 8 il'，jにつき代表的なイオンとして y 陽イオンのうち p マグネシウムと

カルシウム y 陰イオンのうち，塩素と硫酸机を定量した。それらの法度をしるすと， 1 立 ~I~

MgH- !主 p 痕跡\~4.5mg O~O.37 ミリ当量

Ca.十十 l主， 2.6~36mg O.13~ 1. 82 ミリ当量

Cl- 14~119mg O.39~3.85 ミリ当量

SÛ4- ーは， 5 .4~GOmg O.11~ 1. 24 ミリ当量

である。

とれらの法度は通常の雨よりはるかに濃いものであり，とれば海霧の特徴と考えられる。

霧水中の塩類の組成を海水のそれと比較するために，各イオンの当量濃度と塩素の当量濃度

との比を p それぞれの試料について調べると p
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Mg/CI が海水の場合 0.196 であるが，議水の場合はい歩、れもとれより小さし O.01~0.15

である。

Ca/CI は出水の場合 0.038 であるが， 議水の場合l土 0.08- 4. .61 で，常に・泌ノk より大で・あ

る。

sn1/Cl は潟水の場合 0.103 であるがp 霧水で、!土 1 向が 0.07 を示し，他はとれより持大き

く 0.11- 1. 5 である。

以上のどとし出議qtの塩刻中n成は11i;1\. r lt のそれと!りj らかに呉なっている。

;邑常， t保71'<.の 11~1ぷ等から生じた出主主が海霧の段となれまたHIl I亡運ぱ~Lて雨の按となると考

えられており y 雨の場合IC[ま， Mg/CI , Ca/CI , S04/CI が常に海水より大で、ある。したがっ

て飛沫からj:[Jの根になる過料において"とれらの比が海水のそれよりも小さくなる場合があっ

ても良い告であると考えられているりむ 今fl11 の，fAi♂|では Ca/CI ， SOdCl は雨と fiî]様の傾向を

示したが， Mg/Cl はすべて海水の場合より小で、あったのは，特に海湯の特徴と考えてよいか

も}，Jltlない。

海援t:ltの主なイオンは p 以J二のほかにナトリウムが考えられるがp 分析IPt来なかった。

防イオンと rttイオンとの量を比岐すると p 大部分、の li.え料!土 r!会イオンの方が多く，との相手と

なるべき防イオンはナトリウムだろうと想像される。(飯J渓善治)
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R駸um� 

The same program as in preceding year, 1951, was carried out to obtain 

various meteorological properties relating to the sea fog on board the R. H. S. 

Yushio Maru in July and August 1952, off Kushiro , Hokkaido. Some new 

devic巴s were employed to measure the lowest layer, especially below 1 meter, 
above the sea surface by means of thermistors and the lower layer by flying a 

kytoon. Brief conc1usions were described as to fog observation, oceanographical 
observation, vertical temperature distribution in the layer near the sea surface, 
turbulent structure, drop-size of fog particles, and the dissolved substances in 
fog. The turbulent structures were of line spectrum; the drop sizes of fog 

partic1es from 10 to 15fJ. in diameter prevailed. The concentrations of the dissolved 
substances of the fog were aboundant compared with these of the rain drop. 

As compared with the sea water, the fog has the different proportion of 

substances, i. e. , the amoUnt of Mg什 per unit Cl-was somewhat Iess than that 

of the sea water, whereas those of Ca件 and S04--were considerably more. 
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噌園陸

J-J対ibした4
1. Kytoon による気温湿度の測定

航海中ば気球は曳航索で繋がれる

3. 整備中の Kytoon

器

ー齢、9

点、

2. 

4. Kytoon に取付げる Meteorograph

5. 浮標に取付けたi温度計
(Thermister) , (10cm , 
40cm , 1m) 浮擦の構造

を示す

6. 浮擦を浮べたところ 7. 抵抗線封入型電気温度
計，通風乾湿計(夕汐

丸の舷側に吊す)
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8. 抵抗線封入型電気温度計の測定装置

(甲板上)

9. Flou血液高計に取り付けた Thermister

温度計および Thermister 風速計 (1m

および1. 5m の気温)

10. il立高計の授入 11. 波高計を海中に浮べた 12. 乱流測定用の熱線風速計

水平成分(船橋!委上海面
上 '6.5m)

ところ

13. 楕に設けた水平および鉛直の三成分

(海面上 11m) の熱線風速計 14. 船橋楼上の鉛直成分(海面上 5m)
横に見えるもの
立てるは水平成分(海面上 6.5m)
の熱線風速計
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15. Chart.rOO1TI の机上に投べられた測

器類(自記気象測器，舌L流を録音す
る Tape.recorder)

16. Ch訂t.room の机上に装置した

乱流測定用制言語

17. 霧粒媛影用顕微鏡
写真装置

20. 議lJ(採集装置，

タ汐丸船橋楼上

霧粒の写真，スケール

0~10 ，土 175μ に相当

する

7 月 25 日 8時三1却。

19. 同前

7 月 25 日 9 時三%。日

21. 霧水量自記装置

(電接計数器を改造した)


